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「鷽に垂桜」：葛飾北斎

　濃い藍色の背景に白く咲く枝垂桜に加え、
江戸庶民にとって身近な鳥だった鷽 ( うそ )
が花をついばみに来た瞬間が描かれている。
作中に書かれた俳句は「鳥ひとつ濡れて出け
り朝さくら」。
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羽村取水堰を見学する参加者

村山上貯水池の湖面には鋼管矢板が並んでいた

関東全水道人囲碁大会

上･工･下水道関係
　　　　　　政府予算（案）を聞く会

施設見学会

　2月24日、東京・千代田区の日本棋院会館で恒例の「第
43 回関東全水道人囲碁大会」を開催。55 人の水道人が
リーグ戦で腕を競った。各組の優勝者は下記の通り。
　　　［A組］岩尾充氏（クボタ環境サービス㈱）
　　　［B組］大峯秀一氏（㈱日水コン）
　　　［C組］富岡透氏（水ｉｎｇ㈱）
　　　［D組］佐藤福男氏（（公社）日本水道協会）

　2 月 1 日、平成 30 年度上 ･ 工 ･ 下水道関係政府予算（案）
を聞く会が開催され、会員企業・団体から約 70 人が参加。厚
生労働省、経済産業省、国土交通省による予算案の説明が行わ
れた。テーマ、講師は下記の通り。（役職等は開催当時のもの）
｢水道関係予算案｣
厚生労働省医薬 ･生活衛生局水道課課長補佐　川﨑信一 氏

｢工業用水関連政府予算案｣
経済産業省経済産業政策局地域経済産業グループ

地域産業基盤整備課工業用水道計画官　佐々木忠則 氏
｢下水道事業予算案｣
国土交通省水管理 ･国土保全局下水道部

下水道事業課課長補佐　岸田　秀 氏

村山上貯水池堤体の耐震強化
工事現場と羽村取水堰を見学
　2月 14 日、第 34 回施設見学会が開催され、会
員企業・団体から 25 人が参加。東京都水道局の
村山上貯水池堤体の耐震強化工事現場と羽村取水
堰を見学した。
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平成 30年度事業計画（案）を審議 平成 30年度予算（案）を審議 高松水道展の実施報告を行うとともに、福
岡水道展について審議

News Flash

シリーズ
水を支えた施設を訪ねて

（本文 22頁）

シリーズ
水道道路さんぽ道

（本文 24頁）

横須賀水道みち−半原系統（下）−児玉町旧配水塔（埼玉県本庄市）

理事会・各種委員会
■第158回理事会（３月13日）

■第62回企画委員会（2月9日） ■第75回予算委員会（2月16日） ■第159回広報宣伝委員会（3月19日）

2018年度ミス日本「水の天使」に浦底さん
　１月15日、2018年度ミス日本グランプリ決定
コンテストが開催され、当連合会も協賛している『水
の天使』に浦底里沙さん（21) が選ばれた。１月
25日には浦底さんが当連合会の事務所を訪れた。

平成30年度事業計画・予算（案）等を審議
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　日頃から東京水道の事業運営に格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、今年 9月のＩＷＡ世界会議・展示会の東京開催まで、あと半年を切りました。現
在、当局もその一員である開催国委員会において、準備を加速化させております。
　現在の状況としては、まず論文に関しては、過去最多の 1,700 編以上、そのうち国内か
らは 600 編以上の応募をいただいております。次にスポンサー関係では、国内企業 12 社
からスポンサー協力をいただくとともに、開催国委員会活動への応援企業についても 63
団体から応募をいただいているところです。皆さまの御協力に対し、改めて御礼申し上げ
ます。
　当局にとって、今回の東京開催は、これまでの長い事業運営の中で培ってきた先進的な
技術やノウハウ、安定給水に向けた取り組みなどを世界に広く発信し、世界の水問題の解
決に貢献していく機会と捉えております。それとともに、会議を契機として、都民の皆さ
まにも東京水道のさまざまな取り組みを伝え、水道に対する親しみも向上していきたいと
考えております。
　一方、企業の皆さまにとっては、自社の製品や技術を世界に PRできる絶好の機会であ
り、新たなビジネスチャンスにつながる可能性があります。展示会場には、80 を超える
国内企業等が一体となって出展するジャパン・パビリオンを設け、商談用スペースも設置
します。パビリオン内にはセミナースペースも設け、国内企業の製品や技術の PRも支援
してまいりますので、ぜひこの機会を御活用いただきたいと思います。
　ところで、会議の参加登録は 4月末までが特別早期割引、6月末までが早期割引となっ
ており、ＩＷＡのＨＰにて受付をしております。また、会議に合わせ、無料で参加できる
開催国独自のフォーラムや、東京の魅力を発信する懇親会としてカルチャー・ナイトの開
催も検討しております。日本の水道界の皆さまにとって、魅力ある有意義な会議となるよ
う、引き続き準備に努めてまいりますので、ぜひ積極的な御参加をお願いいたします。
　今年は東京にとって、近代水道創設から 120 年、また江戸から東京に改称して 150 年と
いう節目の年に当たります。今回の世界会議のテーマの 1つに「サスティナビリティ」が
ありますが、当局としては、本会議の成果をさらに「サスティナブル」な東京水道の構築
につなげ、これからの 50 年・100 年も首都東京を支えてまいりたいと考えております。
貴連合会及び会員の皆さまにおかれましては、引き続き御支援・御協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。

IWA世界会議・展示会への
積極的な御参加を

巻  頭  言

東京都公営企業管理者水道局長　　　
　 　中嶋　正宏
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　ミス日本「水の天使」は 2012 年に創設され、
これまでに 8 人の水の天使が誕生していま
す。歴代の水の天使は「水の広報官・外交官」
として、自然の恵みにもたらされる水循環と
豊かで清廉な水を守る人々の心と技に触れ、
培った知識と体験を広く伝えることで、社会
に参加する人々の水への意識を高めてきまし
た。2017 年 12 月には、コンテストの主催団
体であるミス日本協会が、国連が定める持続
可能な開発目標（SDGs）の17の目標のうち水
分野を含めた 5 分野に貢献する宣言を行い、
外務省から公認を受けました。今後はさらなる
国内外への発信の担い手としての活動が期待さ
れます。本稿では、ミス日本コンテストの目的や
歴代の水の天使の活動などをご紹介します。

ミス日本コンテストとは
　ミス日本コンテストは、日本のダイエット
の祖であり、日本女性の美の研究の草分けで
ある和田静郎が率いる和田研究所が主催し
て、今年で 50 年が経ちました。次の 50 年を
見据えて、和田研究所の理念を受け継ぐ者た
ちを中心に一般社団法人ミス日本協会を立ち
上げ、この50回大会から主催を務めています。
　ご存知でしょうか？
　ミス日本コンテストは「日本らしい美しさ」

を備えた、若く将来性ある女性たちを育てる
「成長のステージ」です。見た目だけを競う
ものではありません。
　ミス日本協会は 50 年の知見から、真の美
しさは内面・外見・行動の 3つの美しさを備
えた状態であり、これこそ「日本らしい美し
さ」であると定義しました。美しさは注目を
集め、感動を呼び、時に人々の行動を善く変
えていく力を持っています。
　例えば、汚れた水が浄化され、清流となっ
て蘇った河川。そこには外見の美しさはもち
ろん、生き物達がイキイキと棲み、河川を中
心とした生態系や文化が形成されており、総
合的に美しさを感じます。もし護岸だけをキ
レイに形作っただけでは、美しいとは思われ
ません。生物にとって大事な水の清廉さ（内
面）や、そこに息づく生き物や人の文化（行動）
が伴ってはじめて美しいと感じるのです。
　蘇った河川で文化が芽吹いた例として隅田
川の早慶レガッタが挙げられます。自然と植
物と生き物と人間が、河川を中心に文化を形
成しており、その様子は美しい姿と感じます。
レガッタに関わる方々やそれを遠巻きに見て
いた人たちが美しさに引き寄せられ、隅田川
の自然を守る側になり、河川はより美しい姿
で社会に継承されていきます。

ミス日本と水の天使の系譜
トピックス

一般社団法人ミス日本協会 理事
ミス日本コンテスト事務局 事務局長

和田健太郎
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ミス日本と水の天使の系譜

　この例は個人や組織、事業に当てはめるこ
ともできます。つまり、美しい姿と行動は、
地域や職場、業界や政治を善い方向に導く力
強い手段になっているのです。きっと読者の
方も、ご自身が情熱を振り向ける先には、美
しい状態、より素敵な状態を意識 /無意識に
向かっているのではないでしょうか。蛇口を
ひねれば安全な水が飲めることも、世界から
見れば羨望の的です。安全で清廉な水を届け
る皆さまの努力は、世界から美しいと思われ
ています。

ファイナリストが水循環学ぶ
　ミス日本コンテスト大会は全国を４つのブ
ロックに分けて予選が行われ、9月までに約
2,500 名程度の応募者の中から 12 名前後の
ファイナリストに絞り込みます。ファイナリ
ストたちは翌年 1月の大会までの約 5カ月間
にわたって、9品目食事法の実践による健康
の増進、ウォーキングやスピーチなどの技術
習得、お能や茶道など日本文化の講義を通じ
て教養を深めていきます。出場者達が将来、
本人が望む分野で導き手として活躍してもら
うためです。
　30 項目にも及ぶ勉強会の中には「世界に
誇るわが国の下水道」という講座があります。
水の天使になるかどうかに関わらず、ファイ
ナリストの段階で日本の水循環について学
び、生活に欠かせぬインフラを情熱と使命で
支える方々がいることを知ります。ファイナ
リストたちは水循環に携わる方々の姿を美し
いと感じ、尊敬の念を抱きます。水の天使受
賞を果たした者は、みずからも水循環に貢献

する側にまわりたいと願い、行動を始めてい
きます。

ミス日本「水の天使」は広報官
　水の天使が目指すのは「水の広報官・外交
官」です。ある時、水がそばにあることは当
たり前になりすぎ、水について考える方々が
少なくなってしまっているという課題を伺い
ました。ミス日本「水の天使」はその水循環
を支える方々の努力や誇りを発信し、多くの
方に改めて水に目を向けてもらうことを役割
としています。特に若く可能性のある女性た
ちにファンになってもらうことで、彼女達が
将来進む分野で、水の良き理解者として皆さ
まの取り組みを盛り上げて行く役目が期待さ
れます。水の天使の創設の狙いは、単年度で
の PR活動だけではなく、将来に可能性を広
げる種まきの側面もあるのです。これまでに
８人の水の天使が誕生し、国内外で健全な水
循環を発信するために、さまざまな活動を
行ってきました。
【2012 水の天使（初代）】酒井美帆
　初代水の天
使の酒井美帆
は、熱意に溢
れる女性でし
た。ミス日本
グランプリを
射止められな
かった酒井は、
その悔しさを
水分野の開拓
者として全力 世界水フォーラムに振袖姿で登場
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投球することで、成長の力に変えました。フ
ランスで開催された第 6回世界水フォーラム
では振袖姿で登場し、アイコンとして非常に
強力な存在感を放ちました。言語が得意では
ないハンデも関係なく、海外エージェントを
惹き付け日本ブースへ次々と誘導した姿はま
さに「水の天使」として記憶されています。
　酒井は広報に余力を割けない人々の大事な取
り組みを発信することの重大性に気が付き、任
期中に報道の世界を目指すことを決意。見事難
関を突破してアナウンサーの夢を叶えました。
就職しても、機会があるごとに水循環をテーマ
とした特集を企画し、放送してくれています。
【2013 水の天使（2代目）】横山林沙

　2 代目水の
天使の横山林
沙は、とても
明るく真面目
で一生懸命な
女性でした。
初代の酒井美
帆と常に比べ
られてしまう
状 況 に 怯 ま

ず、一つひとつの出演で丁寧に下調べや準備
をし、誠実に務めていた姿が印象的です。山
形県出身ということで、地元の方々が多く集
まるサッカーイベントなどで、水分補給など
水への感心を呼ぶための工夫した発言が光り
ました。
　多くの人々が楽しみを求める場所で働くこ
とを夢見た横山は、よみうりランドに就職。
イルミネーションで全国的に有名な「ジュエ
ルミネーション」点灯式において、水環境の
大切さを発信しており、異分野にも水の天使
の経験を活かしています。
【2014 水の天使（3代目）】神田れいみ

　3 代目水
の天使の神
田 れ い み
は、真面目
で落ち着い
た女性でし
た。当時の
太田昭宏国

土交通大臣とともに神田川 ･隅田川をクルー
ズ視察し、人々の生活に河川などの水環境を
もっと馴染み深いものにしていくため、対談

海外エージェントを日本ブースへ続々と誘導 地元・山形県のサッカーイベントに登場

イベントで水分補給の重要性を訴える

高幡不動尊の豆まきに参加
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ミス日本と水の天使の系譜

など意見発信に力を向けました。現在ではフ
リーアナウンサーとしてNHK-BS などで活
躍しています。
【2014 水の天使（4代目）】臼田美咲
　神田れいみ
が就職活動の
ため、7月、8
月の水シーズ
ンへの対応に
困った際に、
4 代目として
就任してくれ
たのが当時会
社員で準ミス
を受賞してい
た臼田美咲で
す。責任感の
強い臼田は、すぐに会社の了解を取り付けて
活動を開始し、初登場の下水道展で学びを深
め、水世界のファンとなりました。北九州で
のビストロ下水道作物の一般販売イベントな
ど、後に持続可能性で主流となる活動に先鞭
をつけました。現在は住友商事マシネックス
で辣腕を振るっています。

【2015 水の天使（5代目）】柴田美奈
　5代目水の天使は柴田美奈です。受賞時 18
歳にも関わらず一本気で芯の強い柴田は、将
来の夢が「司法の道」。しかし最初から司法
試験に向かうのではなくさまざまな世界を見
聞きしたいと願いミス日本に応募してきまし
た。改正下水道法が施行された際には自発的
に調べ上げ「小学生にもわかるように」発表
を行ったことは周囲を驚かせました。さらに
白百合女子大学の卒業論文は「フランスの水
循環」をテーマに執筆。上位３論文に選出さ
れ、来年の同学生全員が目を通すことになっ
ています（※読まれたい方は私までご連絡く
ださい）。
　水の天使の経験を通じて、水業界の情報発
信に寄与したいと願い、アナウンサー志望に

太田国交大臣（当時）と神田川・隅田川のクルーズ視察も行った ビストロ下水道をＰＲ

雨水管整備の現場を視察

打ち水にチャレンジ
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転身。BS フジの学生キャスターとして上司
に掛け合って 8月 1 日に 10 秒貰い、水の日
を PRしました。この 4月から東海テレビの
アナウンサーとしてさらに活躍が期待されま
す。
【2016 水の天使（6代目）】須藤櫻子
　6代目の須藤櫻子はさわやかなお嬢様然と
した外見とは裏腹に、行動的で歯切れの良い
コミュニケーションが光りました。マンホー
ルサミットでキメポーズを披露したり、安倍
昭恵総理大臣夫人にマンホールカードとビス
トロ下水道を紹介するなど、大きな舞台や相
手でも物怖じしないで自然に振舞える姿が光
りました。今は丸紅商事に勤務し、水業界の
方々と接点が出来るたびに本人は喜んでいつ

も以上に張り切って臨んでいるそうです。
【2017 水の天使（7代目）】宮﨑あずさ
　7代目の宮﨑あずさは、才能を裏打ちする
並々ならぬ努力の人でした。そもそも発信に
かける意識が高く、あるとき、豪雨災害で東
海道新幹線に一晩閉じ込められた際は、独自
にテレビ局記者に連絡をとり、車中の様子を
動画リポート。さらに翌朝の学生向けリク
ルートイベントでは、昨晩の件を引き合いに
インフラを支える方々の使命感への感謝を伝
え、学生の意識を生活インフラに強く惹きつ
けました。また英語技能を活かして、アジア
太平洋水フォーラムにおいてはアウンサン
スーチーさんに日本の水インフラについてお
話しし、同ワークショップにおいて日本側の

見学会で小学生にもわかりやすいように説明

マンホールサミットで決めポーズを披露

秋田でビストロ下水道をＰＲ

エコプロ 2017 の水循環学習ブースで案内役を務めた
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ミス日本と水の天使の系譜

発信者としても活躍しました。周囲の期待に、
機転と行動で報いた彼女は、難関のNHKア
ナウンサーに合格。この原稿が読まれるころ
には新入社員として下積みを重ねているとこ
ろと思います。
【2018 水の天使（8代目）】浦底里沙
　8代目水の天使の浦底里沙は、国土交通大
臣への表敬訪問や、高知県下の自治体が取り
組む B-DASH 実証実験施設の披露会視察、
下水道駅伝への参加など、徐々に活動を始め
ています。浦底は「健康のために」水道水を
毎日 3リットル飲む習慣をかねてからもって
いたそうです。健全な水循環を発信する担い
手として、皆さまの努力や工夫に触れさせて
いただき、彼女達なりの言葉で発信を行い、

水への感心を高めて行きたいと考えておりま
す。浦底は人懐っこくてとても積極性に溢れ
た女性です。特に現場の方々との交流を楽し
みに考えており、自分から歩み寄って話しか
けていく姿勢が光ります。

SDGsに貢献へ
　水の天使は、任期中はもちろん、将来それ
ぞれが進む分野で活躍してもらうことで、他
分野における水の良き理解者としてイノベー
ションが起きることが期待されます。ミス日
本協会は、国連が定める持続可能な開発目標
（SDGs）の 17 の目標のうち水分野を含めた
5分野に貢献する宣言を行い、外務省から公
認を受けることができました。今後は単に水
のキレイのよしあしだけでなく、持続可能性
への業界の挑戦をよく知り、得られた理解を
一般の層にまで広めることで、業界はもちろ
ん国や世界に寄与することができます。
　新しい水の天使の取り組みを、皆さまと一
緒に作っていけたらと願っております。

アジア太平洋水フォーラムでアウンサンスーチー氏と面談

高知県のＢ－ＤＡＳＨ実証実験施設を視察

下水道駅伝に柴田、須藤とともに登場
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水団連　第 135 号　　　　情報ファイル①

　近年、節水機器の普及、人口の減少傾向な
どのために水利用の減少が顕在化しており、
この傾向がより一層顕著になることが懸念さ
れています。水利用の減少は給水収益の減少
だけでなく、配水管内に水が滞留し、水質の
保持や塩素管理が難しくなることも課題と
なっています。
　本市ではこれまで、新たな水の有効利用と
して環境配慮施策の啓発などを図るため、平
成 20 年度から「AQUA ルネッサンス神戸」
を開始し、水道施設における緑化やミスト散
布などの取り組みを行ってきました。これに
加えて、健康等に寄与するような水道水の役
割という切り口から、入浴の促進に着目しま

した。本稿では、入浴促進のための取り組み
である「おふろ部」について、ご紹介します。

入浴の促進に着目

　平成 26 年度に本市が実施したアンケート
調査 1）では、夏季において、一週間のうち 4
日以上をシャワーのみで済ます方が約 5 割

（47.5％）、毎日シャワーのみで済ます方が約
2.5 割（24.2％）とお風呂に入る際多くの人
がシャワーで済ませる傾向にあるということ
が分かりました。
　そこで本市では、家庭における水道使用量
の約 4 割を占める（図 1 参照）といわれて
いる「お風呂」に着目し、全国に先駆け、平
成 27 年 3 月に「水道（お風呂）の情報発信等」
に関する連携協定を（株）ノーリツと締結し
ました。

「おふろ部」創部の経緯

　入浴促進のＰＲを効果的に行うことを目指
し、協働によるイベントや施設の相互見学会
も含めたワークショップを開催しました。ま
た、平成 27 年度本市実施のアンケート調査 3）

結果から、入浴する（湯船にお湯をはって入
る）頻度は、20 ～ 29 歳の年代は、「ほとん

「おふろ部」
産学官連携による水道水の有効利用の啓発について

神戸市水道局 経営企画部 計画調整課

細谷　伽耶

情報ファイル❶

図1　家庭における水道使用量の割合 2）
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「おふろ部」産学官連携による水道水の有効利用の啓発について

ど入らない」が約 4 割（43.8％）であり、シャ
ワー入浴で済ます顕著な世代であることが分
かりました。そこで、この若い世代に浴槽入
浴に関して共感される情報を発信していくた
め、この公民連携の活動に、住空間や生活プ
ロデュースなど、快適な暮らしについて幅広
い学びを行っている神戸女子大学家政学部の
学生にも参加していただきました。
　“ お風呂の良さを伝える ” ことをテーマに、
何度かワークショップをする中で、若年女性
を メ イ ン タ ー ゲ ッ ト と し た「 お ふ ろ 部

（https://ofurobu.com）」を産学官で立ち上げ
ることとなりました。

「おふろ部」の実行体制

　「おふろ部」とは、お風呂に
特化したウェブメディアであ
り、お風呂好きな人を増やす
ため部員である学生ライター
が中心となり、健康・美容等
お風呂の良さに関する幅広い
情報を毎日発信しています。
　記事作成については「学」
が主体となっており、産・官

は情報発信等のサポート役として、運営を支
えています。
　ライター部員は、当初の 6 名から平成 30 年
2 月末時点で 203 名まで増えており、近畿・中
国・中部・関東地区にも広がりをみせています。
　しかし、どれだけライターが増えても、お
風呂好きの思いが薄れるような記事は載せた
くないという思いから、「おふろ部」では、
ライターを「おふろ部員」とし、その成長を
サポートすることで、サイト記事の質と量が
共に高まっていく、「成長型メディア」とい
うこれまでにないメディア作りにチャレンジ
することにしました。
　さらに、産学官が連携することで、専門性
のある質の高い情報を多くのライターから発
信することを目指しています。具体的には、

（株）ノーリツが主体となり、これからライ
ターになる学生に、企業広報などの視点から

「情報の伝え方」のワークショップを必ず行っ
ています。

表 1　浴槽入浴の頻度

図 2　ライター育成ワークショップの様子
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水団連　第 135 号　　　　情報ファイル①

　「おふろ部」では、3 回のワークショップ
を通じて、学生等がライターとしてデビュー
するサポートをしています。

立ち上げから現在までの活動状況

　サイトオープンから現在（平成30年2月末）
まで、健康・美容等お風呂の良さに関する幅
広い情報を毎日発信しており、合計 1,715 記
事がアップされています。Facebook ファン
数（新規ユーザー）も着実に増えており、ユー
ザー構成は約 6 割が 25 ～ 44 歳女性の若年層
および子育て世代となっています。平成 29
年 8 月には「おふろ部」のサイトのデザイン
のリニューアルも実施し最新記事が目に入り
やすくなったり、関連記事が簡単に見つかる
ようになったりと、メインターゲットである
女性の読者がより楽しみながら心地よく記事
を閲覧できるようになりました。
　神戸市民の方に「お風呂の良さ・楽しさ」
や「健康に効果的な入浴方法」を知っていた
だき、お風呂好きな人を増やすために、産学

官連携によるイベントも実施
しています。平成 29 年 7 月 16
日には、甲南女子大学が環境
教育の実践の場として、神戸
市水の科学博物館で定期的に
地域の子どもたちを対象に開
催しているイベントで、「おふ
ろ王国物語」の劇を実施し、
入浴促進の PR を行いました。
また、他世代の方にも有益な
情報を発信するため、平成 30

年 2 月 25 日に神戸ポートオアシスで入浴の
専門家を招き、入浴促進イベント「こうべべっ
ぴんおふろ学校」を開催しました。
　全国的な動きとして、本市においては、こ
れまで、「おふろ部」の趣旨に賛同していた
だいている名古屋市と平成 28 年度から連携
しており、各々でイベントを開催したり、定
期的に情報交換を実施しています。また、本
市の取り組みをきっかけに、堺市、京都市で
も今年度よりおふろに関する活動を開始して
います。平成 29 年 11 月 26 日の「いい風呂
の日」には、本市、堺市、京都市の関西 3 都
市において、お風呂に関する啓発イベントや
講演会等を同日に行いました。
　本市では、水道を市民の皆さまとともに未
来につなげるイベントという位置付けで、「水
みらいミーティング」を開催しました。親子
で一緒に楽しめるお風呂グッズ作りの後、保
護者対象の「水みらいトーク」、こども対象
の「水のわくわく実験」などを行いました。

図 3　「おふろ部」ＷＥＢサイト
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「おふろ部」産学官連携による水道水の有効利用の啓発について

取り組みによる効果

　サイトオープンから現在（平
成 30 年 2 月末）までで Face 
book ファン数：約 1 万 6,200 人、
ウェブサイトページビュー数：
約 100 万 PV を獲得しており、
若い世代の注目が高くなって
います。この世代は、水道局
の情報がなかなか届かない世
代であり、今後、「おふろ部」
を活用することで水道の価値
を広めていきたいと考えています。
　また、これまでに神戸新聞やラジオ関西、
関西学生報道連盟など関西のメディアだけで
なく、全国ネットのテレビにも取材を受け、
メディアからの注目も高まりつつあります。
神戸を中心に全国的な広がりを見せており、
お風呂に対する社会的関心も高まってきてい
ます。
　参加している学生からは、「おふろ部の活
動を通して、普段当たり前に使っている水道
に関心をもつようになった」、「1 人暮らしで
お風呂に入らない日が多いが、できるだけお
風呂に入ろうと思うようになった」との意見
もあったことから、今後も楽しいお風呂文化
を市民と共に考えていきます。
　イベント終了後は、プレスリリースなどか
ら情報を得た市内の児童センターや他都市か
ら、同じようなイベントを開催できないかと
オファーがあるなど、「お風呂」に対する市
民意識の変化が見られました。

おわりに

　水需要の減少は全国的な課題であり、単独
の取り組みではなく、複数の水道事業体が連
携して課題解決に取り組むことが重要である
と考えています。さらに、今回ご紹介したよ
うに、産学官連携で取り組むことで互いを補
完し合える効果があるのであれば、協力し合
い、市民にとって有益な情報を着実に広め、
水の有効利用促進につなげていきたいと考え
ています。

【参考文献】
1）市政アドバイザーを対象に行ったイン

ターネットアンケート調査（平成 26 年 2
～ 3 月実施）

2）東京都水道局　平成 27 年度一般家庭水
使用目的別実態調査

3）平成 27 年度神戸市水道局お客様満足度
調査

図 4　「水みらいミーティング」イベントの様子
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　平成 29 年 11 月 18 日（土）、マンホールサ
ミット 2017 in 倉敷を下水道広報プラット
ホーム（通称ＧＫＰ）と倉敷市主催により開
催しました。このサミットは、通算 7 回目と
なり、中国四国地方では、初めての開催でし
た。当日は、未明から降りだした雨も午前中
にはあがり、受付開始の午前 9 時には、主会
場の倉敷公民館前に約 100 人の列ができるな
ど（写真 1）、過去最多の 3,500 人（主催者発
表）の来場者があり、盛況のうちに終えるこ
とができました（写真 2）。
　本稿では、マンホールサミット開催に至る
までの経緯、当日の様子、今後の展開などに
ついて記していくこととします。

マンホールサミットの誘致

　マンホールサミットとは、地域ごとのデザ
インや平成 28 年 4 月より配布を行っている
マンホールカードなどにより、注目が高まり

つつあるマンホール蓋をきっかけに下水道に
関心を持ち、理解を深めてもらうために開催
されています。平成 26 年に東京で第 1 回を
開催して以降、関東、関西圏で行われてきま
した。主な内容としては、マンホール愛好家
によるリレートークを中心にさまざまな下水
道関連のイベントを行うものです。
　誘致のきっかけですが、平成 28 年 11 月に
本市教育委員会主催の市民講座でＧＫＰ企画
運営委員の山田秀人氏が「日本のデザインマ
ンホールは世界に誇れる文化物」と題して講
演をされ、その中で、直前に奈良県大和郡山
市で開催された第 5 回目のマンホールサミッ
トの様子について、紹介をされたことです。
当時、本市では、2 種類のマンホールカード
の配布を行っており、その配布状況から人気
が高まりつつあるのを肌で感じていたことか
ら、新たな広報戦略について構想を練ろうと
しているところでした。

マンホールサミット2017 in 倉敷を振り返る

情報ファイル❷

写真1　受付開始前に約 100 人の列が

写真 2　過去最多の 3,500 人が来場

倉敷市環境リサイクル局 下水道部
下水計画課 課長主幹

藤井　孝
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マンホールサミット 2017 in 倉敷を振り返る

　また、平成 29 年は、倉敷、児島、玉島の
旧 3 市が合併して 50 周年になることから、
さまざまな記念事業を予定しており、下水道
部としてもマンホールサミットを誘致し、「倉
敷市」50 周年記念事業の 1 つとして開催を
行いたい旨をＧＫＰに伝えました。

開催までの経過

　平成 29 年 6 月にＧＫＰより「マンホール
サミット開催申請書」の提出依頼があり、本
市で開催するセールスポイントとして、先に
記した 50 周年記念事業以外にも下記の事項
を挙げました。
　・関東圏・関西圏以外で初の中国四国地方

での開催によりさらなる人気の拡大
　・年間 350 万人以上の観光客が訪れる倉敷

美観地区内での開催による集客
　また、同時に下水道部の職員で構成する「広
報プロジェクトチーム」を中心にさまざまな
企画を検討し、企画書として提出しました。
　その結果、8 月下旬に本市での開催決定の
報告を受けました。しかし、この時点で開催
まで 3 カ月を切っており、先に提出した企画
書の内容について、ＧＫＰをはじめ関係各所
と調整を行いながら、急ピッチで準備を進め
ていきました。
　イベントの内容については、次項で紹介し
ます。また、サミットの告知（プロモーショ
ン）を行っていくに当たり、肝心のチラシの
完成が 11 月になる見込みだったため、当面
は、市独自で作成した内容で対応することと
しました。しかしながら、10 月 6 日の市長
定例記者会見で倉敷開催を表明して以降、各
メディアからも注目をいただき、最終的には、
開催までに地元を中心に新聞、情報誌に取り
上げていただいたほかにテレビ、ラジオなど
10 番組以上に出演し広報することができま
した。

サミットの内容

　この項では、イベント内容の一部を当日の
状況も交えて紹介します。
〈リレートーク〉
　サミットの主イベントであり、今回も 7 名

（組）の方にさまざまな切り口からマンホー
ル蓋について語っていただきました。また、
今回、初の企画として国土交通省の森岡泰裕
下水道部長と伊東香織倉敷市長との対談によ
るオープニングトーク（写真 3）を行いまし
た。リレートーク後には、地元小学生による

「マンホールサミット倉敷宣言」、さらには本
物のマンホール蓋が当たる抽選会を行いまし
た。約 400 名収容の会場に絶えず立見ができ
ており、大いに沸きあがりました。
〈岡山県下のマンホール蓋大展示〉
　今回のサミットでは、リレートークなどを
行った倉敷公民館のほかに別会場（倉敷公民
館から約 200m）となる阿知まち広場でもイ
ベントを企画しました。約 300m2 の芝生広
場には、岡山県下 18 自治体の名所や名産品
などをデザインしたマンホール蓋 41 枚を一
堂に展示し、一般の観光客の方にも目に留ま
るようにしました。各蓋のデザインの由来な
どの紹介文を読み、お気に入りの蓋を写真に
撮るなど終日賑わっていました（写真 4）。

写真 3　国交省の森岡部長と伊東市長による
　　　　オープニングトーク
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〈マンホール deアート（版画体験）〉
　本物のマンホールの蓋にインク塗料を塗
り、Ｔシャツやトートバックに版画をしても
らうイベントで、担当者はサミットに向けて
蓋のデザイン、大きさ、塗料の色など試行錯
誤を重ねて当日に備えました。1 回につき 15
人限定で 6 回行いましたが、各回とも定員の
2 倍程度の方に集まっていただき（抽選を行
いました）、各々好みにあったデザインや色
を使って版画体験をしました。出来上がった
Ｔシャツやバックは記念に持って帰っていた
だきました（写真 5）。
〈マンホール deホットケーキ実演〉
　鉄板焼きができるように加工した実物のマ
ンホール蓋（直径 60cm）を利用してホット
ケーキを焼き、試食を行いました。毎回、大
勢の方が来られて直径 30cm 前後のホット
ケーキを裏返すたびに（表面には市の花であ
る藤の花と市章の焦げ目がついています）歓
声と拍手が起きていました（写真 6）。

　以上のイベント以外にもマンホールのシー
ルを地図に貼りながら美観地区内を巡るマン
ホールウォークラリーや、サミットでは恒例
となったマンホールカードの全種展示、各種
グッズやマンホールどら焼きの販売、マン
ホールコースターの塗り絵など下水道（マン
ホール蓋）を堪能していただけたのではない
かと思っています。
　なお、今回のサミットの模様は、6 分程度
にまとめて市よりユーチューブに動画をアッ
プしています。また、オープニングトーク、
リレートークなどの模様もＧＫＰより同様に
アップしていますので、興味のある方は御覧
になってください。

今後に向けて

　今回のサミットでは、県内だけでなく県外
からも多くの方が来場され、その反響に驚い
ています。マンホール蓋をきっかけにして、
かつてないほどに、多くの方が下水道に興味
と関心を持ってくれつつあるのではないかと
思っています。この盛り上がりを一過性のも
のにしないためにも今後も継続して近隣自治
体とも連携しながら広報活動を行っていくべ
きと考えています。
　最後になりましたが、サミットに御来場い
ただきました皆さま及び開催に御尽力いただ
きました皆さまに誌面をお借りして御礼を申
し上げます。

写真 4　岡山県下のデザインマンホール蓋が一堂に

写真 5　マンホール蓋による版画を体験

写真 6　マンホール蓋でホットケーキも



17

第 34 回施設見学会

　２月 14日、第 34回施設見学会が開催され、
会員企業・団体から 25 人が、東京都水道局
の村山上貯水池堤体の耐震強化工事現場と
羽村取水堰を見学しました。前週の寒波か
ら一変、当日は束の間の春の陽気すら感じ
られる温暖な気候の中での見学会となりま
した。
　私自身、村山上貯水池も羽村取水堰も訪
れたことはないため、勉強を兼ねて施設見
学会の同行取材を行いました。見学会を通

じて、村山上貯水池で近年頻発する震災へ
の対策を実際に見るとともに、羽村取水堰
で玉川上水と共に流れた歴史について深く
知ることができ、非常に有意義な一日とな
りました。
　
湖面に鋼管矢板が並ぶ
　まず、村山上貯水池を訪れて堤体耐震強
化工事の概要を学び、実際の工事現場を見
学しました。東京都水道局では小作・羽村

震災対策を学び、歴史の重みを実感
東京都水道局　村山上貯水池堤体の耐震強化工事現場と羽村取水堰を視察

ル ポ

羽村取水堰の解説を聞く参加者

第34回施設見学会

耐震強化を行っている村山上貯水池の堤体

外径 1200mmの鋼管矢板を約 340mにわたり圧入して
貯水池を分断
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水団連　第 135 号　　　　ルポ

取水堰から取水・導水している山口貯水池、
村山上・下貯水池の堤体耐震強化工事を行っ
ています。
　すでに山口貯水池、村山下貯水池の工事は
完了しており、村山上貯水池は 2023 年の竣
工を目指して施工中です。耐震診断の結果、
堤体の機能は損なわれないものの、レベル１
地震動に対しては地震時に堤体の下流側のす
べり安全率（滑りに抵抗する力と土の重量等
で滑ろうとする力の比）が不足し、レベル 2
地震動に対しては県道・都道 55 号線も兼ね
ている堤頂部に沈下が生じる可能性があると
判断されたため、被害を最小限に抑えること
を目的に堤体の耐震強化を行っています。
　現場見学時は、堤体強化に必要な作業ヤー

ドを造成するため、すでに貯水池内に外径
1200mmの鋼管矢板を 237 本圧入して貯水池
を分断した上で、作業ヤードとして使用する
部分の水をポンプで排水する作業中でした。
約 340mも鋼管矢板が並ぶ湖面の景色は圧巻
であり、参加者からも感嘆の声が上がりまし
た。湖面に並ぶ鋼管矢板は継手で接合されて
いるほか、吸水すると膨潤するベントナイト
や砂を詰めることで、作業ヤードへの漏水を
防いでいると説明を受け、きめ細やかな工夫
が行われていることに感心しました。
　周辺環境に配慮しながら施工しており、現
場付近で環境省が準絶滅危惧種に指定してい
るオオタカの生息が確認されているため、オ
オタカの非繁殖期（8～ 1 月）に鋼管矢板の
圧入などを行ったほか、環境モニタリング調
査を行いながら施工しているなどの説明を受
けました。残念ながら、施設見学中にオオタ
カを観察することはできませんでしたが、改
めて森林や生物の保護に対する心配りの重要
さを実感しました。
　工事現場付近には施工内容や環境への配慮
について丁寧に説明した工事看板が設置され
ており、通行人や付近の住民に対しても水道
施設の耐震化の重要性を訴える工夫をしてい
るとも感じました。

作業ヤードを造成するため排水を行っていた

現場を視察する参加者

工事看板で耐震化の重要性などを訴えていた



19

第 34 回施設見学会

今でも生きる江戸の技

　昼食を挟み羽村取水堰を見学しました。羽
村取水堰は 1654 年の玉川上水開削時に設置
されてから現代に至るまで使用されている多
摩川の堰であり、玉川上水の取水口でもあり
ます。堰の支柱を利用して川の流れと直角方
向に桁をわたし、それに丸太杭を立て掛け、
木の枝や砂利などを重ねて堰を構成。増水時
には玉川上水からの溢水等を回避するため
に、桁を釣り上げて丸太や木の枝で構成する
堰とともに、多摩川本流に水を流す「投渡堰
（なげわたしせき）」という方法を採用してい
ます。現在のコンクリ―ト製の投渡堰は明治
42 年に築造されましたが、建設当時から変
わらない仕組みを今でも継承していることを
知り、感心すると同時に、この昔ながらの方
法がいかに合理的であったかを実感しまし
た。
　玉川上水の開削を行った玉川兄弟の銅像も
見学し、開削してから約 350 年以上にわたり、
時代によって姿を変えてはいるものの現在も
江戸（東京）の人々に水を運んでいることを
考えると、当時の日本人の土木技術と水道へ
の情熱には敬慕の念を抱かずにはいられませ
んでした。

先人の苦労や歴史を
　多摩川水系の水がどこからきているかを知
識では知っていましたが、改めて目の当たり
にし、今日に至るまでの歴史や携わってきた

人々の苦労・努力を感じることができたのは
有意義でした。また、一言で施設の耐震化と
いっても、ただ工事を行うだけではなく、環
境や周辺住民などのさまざまな点に配慮しな
がら事業を進めていることを改めて目の当た
りにし、新聞記者として今後は、環境への配
慮や周囲への周知の重要性、その活動を理解
した上で報道活動に取り組んでいきたいと思
いました。

（日本水道新聞社　葛西啓介）

現在も投渡堰を採用している羽村取水堰

土木学会の選奨土木遺産に認定されている
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水団連　第 135 号　　　　ルポ

東京都下水道局が初の栄冠

　下水道界における冬の風物詩「第 32 回下
水道職員健康駅伝大会」が 2 月 3 日、横浜
市の日産フィールド小机で開催されました。
　開催前日の朝には雪が降り、寒空の中で
の開催が頭をよぎりましたが、当日は晴天
に恵まれ、比較的暖かな気候の中、全国の
下水道関係者が 213 チームを編成して出走。
3年連続で 2位だった東京都下水道局の「ギ
カン坊チーム＋（ＰＬＵＳ）」が初優勝を果
たしました。2位には昨年は 10 位だったさ
いたま市の「さいたま市Ｓチーム」が躍進、
同チームは 1 区と 6 区で区間賞も獲得して
います。前回覇者の川崎市上下水道局の
「カッピー君」は惜しくも 3位でした。4 ～
10 位は表の通りです。千葉県柏市の「蓮子
ちゃんがゆく」は特別賞（78 位）と仮装賞（れ
んこちゃん・マンホールカード）のダブル
受賞となりました。

例年の会場の変更にも
関係者の尽力で開催

ル ポ

全国から 213 チームが出走

第32回下水道職員健康駅伝大会

初優勝を果たした東京都下水道局チーム

表　第 32回大会のトップ 10
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第 32 回下水道職員健康駅伝大会

　ミス日本「水の天使」の浦底里沙さん（2018
年度）、須藤櫻子さん（2016 年度）、柴田美
奈さん（2015 年度）も参加して大会に花を
添えたほか、日本下水道協会「水の天使」チー
ムの一員として出走しました。大会の収益の
一部は、平成 29 年 7 月に発生した九州北部
豪雨で被害を受けた福岡県（下水道課）に対
して、義援金として贈呈されました。

大規模改修で会場変更
　例年会場として使用している日産スタジア
ム（横浜国際総合競技場）が、2019 年のラ
グビーワールドカップ、2020 年の東京オリ
ンピックに向けて大規模改修を行っている関
係で、下水道駅伝に使用することができませ
んでした。そこで、神奈川県県土整備局をは
じめ、横浜市環境創造局、川崎市上下水道局、
相模原市都市建設局、横須賀市上下水道局、
平塚市土木部、鎌倉市都市整備部、藤沢市下
水道部で構成する実行委員会が、代替の会場
を模索したところ、スタジアムに隣接する日
産フィールド小机を借りることができたそう
です。

　昨年は 453 チームが出場して一斉に走りま
したが、日産フィールド小机で一度に走るこ
とができるチーム数は 100 程度と見込まれま
した。実行委員会では可能な限り多くの人が
参加できるよう、午前・午後の 2回開催にす
るとともに、コースを 5区から 7区に増やし、
例年多くのチームが参加する団体には個別に
調整も行ったそうです。さらに、当日は実行
委員会に参画する 8県市に加え、葉山町、寒
川町、東京都から 100 人を超えるボランティ
アが参加し、大会の運営を支えました。関係
者の尽力と努力には頭が下がるばかりです。
　例年はスタジアムの観客席での観覧でした
が、今年はコースの一部となった新横浜公園
内、またはフィールド近郊の土手等での観覧
となりました。思い思いの場所にブルーシー
トを敷いて観覧するなど、例年とは異なる風
景も見られましたが、会場内の熱気は例年以
上。熱の入った応援があり、ビールを片手に
懇談があり、優勝杯返還の際にトロフィーが
破損するというアクシデントがあり…。職場
内、さらには下水道界の結束をより一層強め
る一日になったのではないでしょうか。

（日本水道新聞社　名取大輔）

水の天使が花を添えた ブルーシートを敷いて観覧するなど、例年とは異なる風景も
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水団連　第 134 号　　　　シリーズ　水を支えた施設を訪ねて

待望の近代水道

　旧児玉町は埼玉県の北西部に位置した町
で、平成 18 年に旧本庄市と合併し、新本庄
市の一部となりました。旧児玉町は従前より
水利の悪い地域であり、町内を流れる小山川
（旧身馴川）の水量が少ないため、多くの井
戸に依存せざるを得ず、水量の乏しさ、水質
の悪さから人々の生活を苦しめて来ました。
このため、上水道建設は地域住民にとって切
なる願いでしたが、明治 35 年には町会で水

道建設の建議が行われたものの財政上の問題
で先送りされ、大正 3年には、同年に発生し
た大火により県から身馴川系地下水の引用計
画も指示されましたが、下流住民の反対のた
め実現しませんでした。
　長年の悲願が成就したのは大正時代の後半
から昭和初期にかけてです。大正 14 年に入
り、町議会に水道計画調査特別委員会が設置
され、身馴川・赤根川を水源とする事業計画
が策定されました。昭和３年には水道布設の
許可が行われ、ただちに工事に着手し、昭和

■完　　成　　昭和６年
■寸　　法　　全高　17.7 ｍ、内径　6.4 ｍ
■容　　量　　130m3

埼玉県本庄市

 DATA　　本庄市児玉町旧配水塔

水 を支えた施設を訪ねて
町民待望の近代水道の礎

本庄市 児玉町旧配水塔
68

写
真
─
１

児
玉
町
旧
配
水
塔
の
外
観

水団連　第 135 号　　　　シリーズ　水を支えた施設を訪ねて
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児玉町旧配水塔／埼玉県本庄市

6 年 1 月から給水を開始しました。当時の給
水人口は 5,000 人、一日最大給水量は 500m3

でした。

最小規模の配水塔

　児玉町旧配水塔は、昭和 3年から 6年の創
設事業で建設した鉄筋コンクリート造の円筒
形高架水槽です。当時の児玉市街地部分のみ
の給水を目的としたため、給水量は比較的少
なく、現存する配水塔の中では最も小型だと
言われています。
　塔の上半分は水槽部、下半分はポンプ室で、
上部に簡易の手すりを持つ回廊があります。
正面玄関を入ると内部五層の階段室になり、
約 80 度の急な勾配の階段が設置されていま
す。階段室には円形の窓が三つあり、その上

に同形の枠内に
「コタマ水＝児玉
水道」をデザイン
化したマークが付
けられています。
屋根のドームは鉄
筋コンクリート造

で、その上に換気用の小ドームが設置されて
います。
　なお、当時はモーターポンプの能力が低く、
遠隔地や高所に水を供給するためには配水塔
を設けて水道水を一時貯め、加圧して給水す
る必要があったため、児玉町旧配水塔と前後
して多くの配水塔が建設されています。

大切に保存し後世へ

　当時は一町単独で水道事業を創設すること
は極めて稀であり、いかに町民が長く水道の
問題に苦しんできたかが伺えます。待望の近
代水道の供給を実現した児玉町旧配水塔です
が、昭和 29 年から 30 年にかけて行われた第
二次拡張工事の完了を持って役目を終え、使
用が停止されました。その後も地域のシンボ
ルと親しまれており、平成 12 年には国登録
有形文化財に登録されました。平成 26 年に
は老朽化が進んでいたため改修と塗装工事を
行い、往時の姿を取り戻しています。
　今後も大切に保存して、後世に伝えていき
たいと考えています。

（本庄市上下水道部水道課執筆）写真− 3 円形の枠内に設置された「コタマ水」をデザイン化したマーク

写真− 4 配水塔内の送水ポンプ

写真− 2 配水塔脇の付属設備
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水団連　第 135 号　　　　水道道路さんぽ道

役目を終えて
　半原系統の供給可能量は日量 9800m3。平
成 11（1999）年に取水口上流に宮ヶ瀬ダム
が完成し、運用を開始したが、これに伴い原
水水質が悪化。既存の緩速ろ過設備での対応
が困難になった。加えて、水需要が減少した

ことと、施設が老
朽化していたこと
もあり、平成 18
（2006）年度の施
設機能調査を経
て、平成 19（2007）
年度に休止、平成
27（2015）年２月
末で廃止し 94 年
の歴史に幕を閉じ
た。
　その背景には、
約 150 億円の更新

費用が見込まれる
一方、撤去費用は
約 90 億円。また、
現在同市は日量 35
万 300m3 の能力を
有しているが、水
需要はピーク時か
ら日量で約 6万m3

減少。日平均配水
量は 16 万 m3、日
最大配水量は 18
万 m3 程度の状況
を考慮すると、多
額の費用を費やして日量 9800m3 の施設を更
新することは選択肢になりえなかった。
　
歴史の重みを
　取材当日は旧逸見浄水場（現逸見総合管理
センター）に立ち寄った後、半原水源地、中

⑤横須賀水道みち
－半原系統（下）－

半原水源地のベンチュリー
メーター

ルート上には海軍の境界石
が数多く残されている

全長 493mの水道管専用の上郷水管橋
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⑤横須賀水道みち－半原系統（下）－

津川の取水口を経
て、相模川を横断
する上郷水管橋に
至るまでのルート
を踏査した。取水
口は休止されてか
ら年数が経過して
おり、草が生い
茂っていたが、山
すそを切り抜いて
築造したという記
録の通り、取水口
に適した地形に建
設されていた。
　半原水源地には、混薬水路、沈澱池に加え、
水量を計るためのベンチュリーメーター、そ
れを設置するためのベンチュリーメーター室
などがあった。室内には建設に携わった海軍
技術者の名前が刻まれた銘板が設置されてい

たほか、敷地内には海軍のマークがついたバ
ルブや消火栓が残置されていた。
　続いて隧道を視察しつつ水道みちを通り、
上郷水管橋へ向かったが、ルート上には海軍
の境界石が数多く残されており目を引いた。
上郷水管橋は全長 493m、幅員 3.6m の曲弦
プラットトラス形式の橋梁。橋の接合にはボ
ルトではなく、リベットが使用されており、建設
当時の状況が垣間見える。管路には大正 6
（1917）年という年号、海軍のマークに加え、
久保田鉄工所（現（株）クボタ）が作成した証
である「○に久」というマークが付されてお
り、国産品であることが伺える。事前の説明
では印籠継手とのことだったが、平成 19 年
まで使用されていたこともあり、継手部には
耐震対策として抜出防止金具が設置されてい
た。
　大正時代という現在のような重機もない中
で、山すそを切り開いた上で資材を搬入して
取水口を建設する、あるいは全長 493mの水
管橋を建設することは並大抵の苦労ではな
かったと推察される。今後は建設当時と異な
り、都市化が進展している中で撤去工事を
行っていくが、約 90 億円という金額からも、
相当の困難が想定される。水道という膨大な
インフラは、建設するのも廃止するのも大変
な労力を要するということを、今さらながら
感じた一日だった。
　結びに、取材にご協力頂いた横須賀市上下
水道局の皆さまに、心より御礼を申し上げま
す。

半原系統のルート上には12カ所のトンネルが掘削されている

上郷水管橋の幅員は 3.6m

海軍と「○に久」マークが
付されていた
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水団連　第 135 号　　　　時流れ、水の流れに

神戸の富士
　1995 年 1 月 17 日、阪神・淡路大震災によ
り多くの建物が被害を受けました。ＪＲ三ノ
宮駅の南側に建っていた神戸新聞会館も崩壊
の恐れのある全壊でした。建物の北側の壁面
には、白雪に輝く富士山がタイルで描かれ、
右下に ｢山一證券｣ との広告が入っていまし
た。駅のホームからも見ることができ、多く
の人々に親しまれていました。電車からこの
富士を見ると、三宮に帰ってきたと思いまし
た。神奈川に移るまで、その絵がスタンダー
ドな富士でした。
　しかし、会館を設計した建築家・村野藤吾
はこの壁画が気に入りませんでした。屋上に
ボーリング場が増築されたり、巨大な円柱型
の松下電器の広告塔が追加されたことで、村
野は自分の作品リストから外したそうです。
村野の代表作は 1963 年竣工の日生劇場で、
音響効果のために天井や壁は曲面とし、天井

にはアコヤガイの
貝殻を散りばめま
した。当時主流で
あったモダニズム
建築からは ｢反動
的｣ と批判された

ようですが、丹下健三と比較されるなど大き
な実績を残しました。観劇には縁がありませ
んが、日生劇場に一度だけ入りました。また
通った大学の文学部が、この村野の作品でし
たので、村野には浅からぬ縁を感じています。
　さらにいえば、神戸でひと月だけ通った高
校の近くに、県内唯一の私立工業高校があり
ました。これは、山陽電鉄や南海電鉄などの
設立に関与し、｢鉄道王｣ と呼ばれた村野山
人の遺訓である「人は人のために尽くすを
以って本分とすべし」を建学の理念とした神
戸村野工業高校です。片や建築家、片や財界
人です。高校生の頃に、機械科の授業に付い
ていけなくなった頃に、建築に関心を持った
こともありましたから、本当に不思議な縁を
感じます。

バウムクーヘン
　今はなき神戸新聞会館内に、神戸市立図書
館三宮分室がありました。決して大きくはあ
りませんでしたが、学校にはない書籍が多く
ありました。どんな本を借りていたのか記憶
は残っていませんが、なんとなく背伸びをし
ていたのは確かです。そして、帰りに一階の
店舗街をぐるりとめぐり、目で味わい匂いだ
け嗅いでは空腹を満たしていました。

第 5回「バウムクーヘンへの憧れ」
垣下　嘉徳

神奈川県立相模原青陵高校　教諭
1990 年代後半に面白マンホール蓋を見つけてから、その虜に。自他ともに
認める「マンホール蓋研究家」で、テレビ、ラジオにも多く出演し、その
魅力を発信している。
著書に「路上の芸術―マンホールの考察、およびその蓋の鑑賞」（2005 年
に新風舎より刊行。2015 年にホビージャパンより復刻版発刊）があり、ま
た「デザインマンホール大図鑑」（グラフィック社）の監修をしている。

時流れ、水の流れに

富士山（秦野市内）  
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第５回　バウムクーヘンへの憧れ

　その一角に、外からはガラスを隔ててバウ
ムクーヘンを焼いている様子が見て取れる、
ドイツ菓子の店がありました。とてもじゃあ
りませんが、口にしたことはありません。テ
イスティングもあったでしょうが、気後れし
て、店員が立つショーケースには近寄れな
かったのでしょう。回転するロールに液体を
かけては、焼き目をつけながら太くなってい
くバウムクーヘンを窓から長い時間見つめて
いました。憧れの菓子でした。
　クッキーやパウンドケーキなどは、米国の
軍艦の一般公開で食べましたが、バウムクー
ヘンの思い出はありません。横浜に転居し、
働きながら大学に通う頃になって、やっとそ
の憧れのバウムクーヘンを買って帰り、「こ
れや、これがあの眺めるだけだったバウム
クーヘンや」といって、両親にバウムクーヘ
ンの顛末を語りながら皆で食べました。

日本で焼いたのは
　このバウムクーヘン、日本では年間 390 億
円を売り上げるという統計もあるポピュラー
な洋菓子ですが、ドイツではおめでたいとき
の贈答用の菓子ということで、いつも店に並
んでいるものではないそうです。
　日本では、第一次世界大戦中のドイツ人捕
虜により初めて焼かれました。当時ドイツ領
だった中国の青島から、捕虜として日本に連
れてこられたドイツ人たちと日本人たちの交
流がありました。その中で有名なことは、徳
島でのベートーベンの
「交響曲第 9 番合唱」
の初演です。
　広島の収容所にいた
捕虜たちの作品展が、

1919 年３月４日に広島県物産陳列館（産業
奨励館、後の原爆ドーム）であり、菓子職人
のカール・ユーハイムは、バターの量を抑え
て日本人の口に合うように工夫したバウム
クーヘンを出品しました。他にもドイツの
ソーセージなど美味しいものがたくさん並び
ましたが、バウムクーヘンが一番の人気だっ
たといいます。このことが、彼を日本に留ま
らせて菓子職人として生きていく決意をさせ
ました。関東大震災や第二次世界大戦など、
さまざまな苦労を重ねましたが、神戸発の一
大ドイツ菓子店として今日の発展を遂げてい
ます。
　ドイツには「ビール純粋令」があり、その
製法を厳格に守っているようですが、驚いた
ことにこのバウムクーヘンにも、国立菓子協
会による決まりがあるそうです。手間ひまか
けた高度な技術を要求される伝統菓子という
ことで、菓子つくりのマイスター試験もある
ようです。先の店では修行のためにと、従業
員をドイツに派遣していると聞きました。そ
んな特別な高級菓子ですから、継

つ

ぎ接
は

ぎのあ
る服を着ていた筆者の口に、おいそれと入る
訳はなかったのです。憧れを抱きながら、人
生の年輪を重ねました。
　約 10 年前にベルリンでマンホール蓋の写
真展があり、その開会式とレセプションに招
待されました。レセプションでは、ワインや
ビールとソーセージを味わいましたが、バウ
ムクーヘンには会えませんでした。

バウムクーヘン。左はユーハイム製年輪のような蓋（八潮市）
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水団連　第 135 号　　　　ビバ！マイカンパニー

環境と調和した事業活動を
　JFE グループでは、「地球環境の向上を経
営の重要課題と位置付け、環境と調和した事
業活動を推進することにより、豊かな社会づ
くりをめざします」という環境理念を掲げ、
すべての事業活動における環境負荷低減、技
術・製品および省資源・省エネルギー事業に
よる地球環境への貢献に加え、社会とのコ
ミュニケーションの促進を図っています。
JFE グループの総合エンジニアリング会社
である当社としても、積極的に社会貢献活動
を進めています。

ビオトープで生きもの観察会
　当社は、横浜市と民間企業が協働し、地域
の緑化活動を推進する「京浜の森づくり末広
地区協働緑化計画」の一環として 2009 年、
当社所有地内に遊歩道「JFE トンボみち」、

その入口にビオトープ「トンボ池」を造成し
ました。これらの施設は開園以降、一般公開
しており、地域の皆さまに親しまれてきまし
た。特に「トンボ池」は、行政機関、専門家、
近隣の企業や市民の皆さまが共同で行うトン
ボの飛来調査活動の調査地にもなっており、
開園以来トンボの生息のモニタリング調査が
行われてきました。トンボは、幼虫期は水中、

第5回
「JFEエンジニアリング
の社会・地域貢献活動」

JFE エンジニアリング株式会社 環境本部　営業統括部
アクア営業部 部長代理　佐久間郁夫

毎年春に開催されている水辺の生きもの観察会

マイカンパニー
ビバ
！

「ＪＦＥトンボみち」と「トンボ池」の位置
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第 5回「ＪＦＥエンジニアリングの社会・地域貢献活動」

成虫期は陸上で過ごすことから、環境指標と
なる生物と考えられており、「トンボ池」で
トンボやヤゴ（トンボの幼虫）の観察ができ
るということは、自然環境の豊さを表してい
るのではないでしょうか。
　毎年春には、横浜市の後援の下、当社本社
のある鶴見区にお住いの親子を招いて、「水
辺の生きもの観察会」を開催しています。約
40 人の方が参加し、専門家の指導の下で、
タモ網を使って捕獲したヤゴやメダカなどの
水生生物を観察することで、生きものの生態
や棲みつく環境について学んでいただいてい
ます。引き続きトンボ池を地元の子供たちの
環境学習の拠点として活用するなど、地域に
貢献してまいります。

リケジョの進路選択を応援
　当社は、日本経済団体連合会が内閣府と連
携して進める「夏のリコチャレ（理工チャレ
ンジ）」に応援団体として参加しています。
これは理工系分野に興味がある女子中高生・
女子大生の皆さまが、将来の自分をしっかり

イメージして進路選択（チャレンジ）するこ
とを応援するための取組みです。当社は理工
学分野に興味がある女子学生の皆さまを対象
とした現場見学会を開催しています。見学会
ではエンジリアリング業界の概要説明をはじ
め、製造現場や完成したプラントの見学、理
工学系の女性社員との意見交換などを行って
います。平成 28 年は横浜本社の見学会に 11
人、津製作所に５人、29 年は横浜本社のみ
の開催でしたが、11 人の学生さんが参加し
ました。参加した学生さんからは概ね高い評
価をいただいており、今後も継続していきた
いと考えています。

社会に最適解を提供し続ける
　本稿では当社の社会・地域貢献活動につい
てご紹介しましたが、世界中の人々が、より
快適で豊かな生活を求める限り、当社の使命
は無限に存在します。当社グループは、くら
しの礎（もと）を「創り」、それを継続的に「担
う」企業として、これからも絶えず社会に貢
献し、最適解を提供してまいります。

理工学系の女性社員との意見交換も

女子学生を対象に現場見学会
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水 団 連 だ よ り■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2018 年度 ｢ミス日本『水の天使』｣ に　
浦底里沙さん

　2018 年度ミス日本グランプリ決定コンテスト
が 1 月 15 日、東京・新宿の京王プラザホテルで
開催され、応募者 2,803 人のうち、最終選考に残っ
た 14 人の中から、ミス日本グランプリ、ミス日
本みどりの女神、ミス日本『海の日』、ミス日本
ミス着物とともに当連合会も協賛しておりますミ
ス日本『水の天使』が選ばれ、この『水の天使』
に鹿児島市出身でモデルの浦底里沙（うらそこ ･
りさ）さん（21 歳）が選ばれました。
　表彰式では、｢21 世紀の下水道を考える会｣ 協
議会を代表して岡久宏史（公社）日本下水道協会
理事長が浦底さんに賞状とトロフィーを手渡しま
した。

第 43回関東全水道人囲碁大会の開催

　当連合会主催、日本水道協会、日本水道新聞社、
水道産業新聞社後援の関東全水道人囲碁大会が本
年も 2 月 24 日（土）に日本棋院会館 2 階の大ホー
ルで開催されました。
　今回も、例年どおり 16 名 1 組の変則リーグ戦（4
回戦）により、事業体、関係の友好団体をはじめ
当連合会会員等、水道界の同好者や関係者 55 名
が参集し、終始なごやかな大会となりました。
　なお、各組の優勝者と準優勝者は以下のとおり
です。（敬称略）

［A 組］
優　勝＝岩尾　充（クボタ環境サービス㈱）

準優勝＝藤木一到（メタウォーター㈱）
　　　　若林大介（㈱ＰＵＣ）
　　　　新井康一（東京都 OB）
　　　　西岸献治（㈱荏原製作所 OB）

［B 組］
優　勝＝大峯秀一（㈱日水コン）
準優勝＝坂口義明（東京都 OB）
　　　　小林建介（神奈川県内広域水道企業団 OB）
　　　　石橋宏文（㈱荏原製作所 OB）
　　　　大平甲一（千葉県 OB）

［C 組］
優　勝＝富岡　透（水ｉｎｇ㈱）
準優勝＝大内義之（㈱日水コン）
　　　　山本克己（東京水道サービス㈱）
　　　　芝山浩司（東京都 OB）
　　　　山崎清志（前澤工業㈱ OB）

［D 組］
優　勝＝佐藤福男（（公社）日本水道協会）
準優勝＝田村善胤（アクアエイト㈱）

会議等開催状況

第 201 回資格審査委員会　30.1.31
　入会案件（１社）
第 139 回機関誌編集小委員会　30.2.2
　春季号（135 号）編集方針
第 62 回企画委員会　30.2.9
　平成 30 年度事業計画（案）
第 75 回予算委員会　30.2.16
　平成 30 年度予算（案）
第 79 回団体連絡会議　30.3.2
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　平成 30 年度事業計画（案）
第 1 回 IWA 世界会議 ･ 展示会応援小委員会

30.3.7
　1．小委員会委員長選出
　2．IWA 世界会議 ･ 展示会についての情報共有
　3．｢Water Japan｣ 編集の協力
第 158 回理事会　30.3.13
　議案 1．平成 30 年度事業計画（案）
　議案 2．平成 30 年度予算（案）
　報告 1．職務執行状況報告
　報告 2．福岡水道展の開催概要
第 159 回広報宣伝委員会　30.3.19
　1．高松水道展実施報告
　2．福岡水道展の開催
第 202 回資格審査委員会　30.3.20
　入会案件（２社）

講演会等

1．テーマ ｢平成 30 年度上 ･ 工 ･ 下水道関係政
府予算（案）を聞く会｣　30.2.1

　講師　｢水道関係予算案｣
厚生労働省医薬・生活衛生局水道課課長
補佐　川﨑信一 氏
｢工業用水関連政府予算案｣
経済産業省経済産業政策局地域経済産業
グループ地域産業基盤整備課工業用水道
計画官　佐々木忠則 氏
｢下水道事業予算案｣
国土交通省水管理・国土保全局下水道部
下水道事業課課長補佐　岸田　秀 氏

2．第 34 回施設見学会　30.2.14
　見学先　村山上貯水池堤体耐震強化工事現場

（東大和市）、羽村取水堰

会員の現在数

　　団体会員　 34
　　会社会員　205　
　　合　　計　239

入　会　（3社）

　六菱ゴム株式会社
　所 在 地　　大阪市北区堂島二丁目 1 番 31 号
　　　　　　　京阪堂島ビル 10 階
　代 表 者　　代表取締役社長　和田剛二 氏
　ホームページ　　https://www.mutsubishi.co.jp
　業務内容　　ヘキサプラグ、（止水壁）ヘキサ

ゲートプラグ、エントランスシー
ル装置、各種伸縮可とう継手用ゴ
ムの製造販売

　入会月日　　平成 30 年 4 月 1 日

　東亜グラウト工業株式会社
　所 在 地　　東京都新宿区四谷二丁目10番3号
　代 表 者　　代表取締役社長　山口乃理夫 氏
　ホームページ　　http://www.toa-g.co.jp
　業務内容　　管路更生、管内洗浄、管内調査
　入会月日　　平成 30 年 4 月 1 日

　株式会社 テクノフレックス
　所 在 地　　東京都台東区蔵前一丁目 5 番 1 号
　代 表 者　　代表取締役社長　前島　岳 氏
　ホームページ　　http://www.technoflex.co.jp
　業務内容　　管継手 ･ 接続材料 ･ 防食材料等配

管関係の製造販売
　入会月日　　平成 30 年 4 月 1 日

退会 1 社
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機関誌  水　団　連

編 集 後 記
　寒暖の差が激しい冬を終えてようやく春を迎え
たと思えば、各地で桜が記録上もっとも早期に開
花といったニュースが聞こえ、いきなり春真っ盛
りとなりました。
　春は出会いと別れの季節です。当連合会におい
ても、長年にわたり業務部長を務め、水道展開催
の陣頭指揮を執るなどの活躍をされた佐藤修二氏
が 3 月 31 日付で退任し、後任に 4 月 16 日付で小
峰武氏が就任しました。佐藤氏の功績に敬意を表
するとともに、会員各位の活動、ひいては上下水
道界の持続に貢献できるよう、気持ちを新たにし
て活動して参りたいと考えています。
　さて、いよいよ IWA 世界会議・展示会まで半
年を切りました。本号の巻頭言では開催地・東京
都の中嶋正宏水道局長に「IWA 世界会議・展示
会への積極的な御参加を」と題して執筆いただき
ました。会員各位におかれては、すでに展示会へ
の出展などでご協力を頂いているところですが、
会議の参加登録は 4 月末までが特別早期割引、6
月末までが早期割引となっておりますので、会議
の参加についても積極的にご検討頂ければ幸いで
す。
　トピックスと情報ファイルでは、広報や情報発
信に関する話題を集めました。トピックスでは、
水の広報官・外交官であるミス日本「水の天使」
の系譜について寄稿頂きました。これまでに 8 人
の「水の天使」が誕生し、その活動期間が終了し
ても、水の良き理解者として活動している様子が
見えました。当連合会も「水の天使」に協賛して

おりますので、さらなる活躍を祈念すると同時に、
引き続き支援していきたいと考えています。
　情報ファイルでは、神戸市水道局の取組みであ
る「おふろ部」と、倉敷市で開催されたマンホー
ルサミットについて、それぞれ寄稿頂きました。
神戸市水道局は、産学官連携によりおふろ好きを
増やすことを切り口に、生活における水の持つ意
義を訴えているように思えますし、その成果に注
目が集まるところです。また、マンホールサミッ
トには過去最多の約 3500 人が参加するなど大盛
況だったようです。上下水道ともに大半の資産は
地下に埋設された管路であり、なかなか住民が目
にする機会は多くありませんが、今後の上下水道
事業経営を考えた際に、多様な切り口で事業や事
業効果の見える化を図っていくことは必要不可欠
です。そういう意味でも、今号で取り上げた二つ
の話題は、読者にとっても参考になるのではない
でしょうか。
　このほか、下水道界の冬の風物詩である「下水
道職員健康駅伝大会」についても取り上げました。
恒例のイベントになると、業界紙での扱いも小さ
くなりがちですが、当連合会としては、こうした
話題も大切にして、継続的に発信していきたいと
考えています。
　本誌では、会員各位並びに上下水道界に貢献で
きるよう、他の媒体が取り上げないものの、重要
な話題も取り上げて参りたいと考えていますの
で、引き続きご愛顧頂きますようお願い申し上げ
ます。 （専務理事　仁井　正夫）
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〒500-8367 本社/岐阜市宇佐南4-17-10
TEL(058)272-3000㈹ FAX(058)275-1919

URL http://www.okada-s.co.jp
E-mail：to@okada-s.co.jp

特
長

●電力を必要としないので停電時にも使用いただけます。
●ライフサイクルコストが非常に安い処理方式です。
●シンプルなシステムで維持管理が容易です。
●小規模なものには、ユニット化されたFRP・SUS製ろ過装置

が便利です。

●国の補助対象施設としての取り扱いができます。

熊本県八代市鎌瀬

検 索ＴＯ式
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W170×H120（全国）

【登録・認証資格】
◆プライバシーマーク登録事業者
◆ISO 9001認証
◆ISO／IEC 27001認証
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部

Webロガ監視システム
　上下水道施設監視シス
テム「データロガ」の操作
端末として、各種ウェブ端
末を利用できます。
　Windows搭載パソコ
ン、スマートフォン、さらに
はタブレット等にも対応可
能になりました。
　データロガの基本性能
も向上、データベース機
能を強化し、施設運転の
最適化に貢献します。

通常のPCはもちろん、
スマートフォンやタブレット等の
最新のデバイスに対応。

※記載されているサービス名等は
　各社の商標または登録商標です。

命の水と生活の水を守る
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名古屋市中区錦3-5-27 　　　　  錦中央ビル4F
TEL 052-857-9011　FAX 052-857-9012

水道事業営業部

Webロガ監視システム
　上下水道施設監視シス
テム「データロガ」の操作
端末として、各種ウェブ端
末を利用できます。
　Windows搭載パソコ
ン、スマートフォン、さらに
はタブレット等にも対応可
能になりました。
　データロガの基本性能
も向上、データベース機
能を強化し、施設運転の
最適化に貢献します。

通常のPCはもちろん、
スマートフォンやタブレット等の
最新のデバイスに対応。

※記載されているサービス名等は
　各社の商標または登録商標です。

命の水と生活の水を守る
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上
水
上
水

下
水
下
水● ICT/EMSを駆使した省エネ・効率化提案　

● クラウド技術をもちいた事業広域化支援　
● 全国ネットワークによるスピーディな対応　
● 徹底した水質管理により安心の水質を保証　
● 地域性や規制に応じた水処理プロセス提案

17-194
水団連　平成30年春季号　天地120×左右170mm
180214

明電グループは電気メーカーとしてのものづくり力、また、長年培ってきた設備の維持管理・点検の技術・ノウハウを活かし、
上下水道に係わるあらゆる事業を包括的に支援致します。

上下水道事業における
マネジメントをお客様の

視点にたってワンストップでご提供します。

〒141-8616 東京都品川区大崎5-5-5  TEL（03）6420-7320水インフラシステム事業部

Cost
Down SafetyQuality

ものづくり
設備の設計・製造・施工 Aqua Smart

Cloud

資源・情報を
集約管理・分析・共有し
業務を効率化します

下
水メンテナンス

設備診断による更新提案

上
水 ● クラウド技術をもちいた事業広域化支援　

● 全国ネットワークによるスピーディな対応　
● 徹底した水質管理により安心の水質を保証　
● 地域性や規制に応じた水処理プロセス提案

オペレーション
設備（建屋・電気・機械）・水質・人材
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シールドトンネル内配管工法 ステンレス角型配水池

飲料水兼用耐震性貯水槽 パイプインパイプ工法
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今号の表紙

「鷽に垂桜」：葛飾北斎

　濃い藍色の背景に白く咲く枝垂桜に加え、
江戸庶民にとって身近な鳥だった鷽 ( うそ )
が花をついばみに来た瞬間が描かれている。
作中に書かれた俳句は「鳥ひとつ濡れて出け
り朝さくら」。



135

一
般
社
団
法
人

春 

季 

号
2018

一般社団法人




